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【
彙
報
】

大
阪
大
学
文
学
部
は
一
九
九
八
年
度
よ
り
大
学
院
重
点
化
に
向
け
て
の
改
組
を
開
始

し
、
そ
れ
と
と
も
に
文
学
部
人
文
学
科
哲
学
講
座
は
大
学
院
文
学
研
究
科
哲
学
講
座
と
し

て
編
成
換
え
さ
れ
ま
し
た
。
一
九
九
五
年
の
人
文
学
科
設
置
（
十
一
講
座
二
十
専
攻
）
に

よ
っ
て
旧
哲
学
科
（
哲
学
哲
学
史
講
座
、
倫
理
学
講
座
、
中
国
哲
学
講
座
、
イ
ン
ド
哲
学

講
座
）
は
哲
学
講
座
（
哲
学
・
思
想
文
化
学
専
修
、
倫
理
学
専
修
、
中
国
哲
学
専
修
、
イ

ン
ド
哲
学
専
修
）
と
し
て
統
合
さ
れ
ま
し
た
が
、
先
の
大
学
院
重
点
化
に
と
も
な
い
一
九

九
八
年
度
よ
り
大
学
院
文
学
研
究
科
の
文
化
形
態
論
専
攻
・
哲
学
講
座
（
哲
学
哲
学
史
、

現
代
思
想
文
化
学
、
臨
床
哲
学
、
中
国
哲
学
、
イ
ン
ド
学
•
仏
教
学
の
五
専
門
分
野
）
に

再
編
成
さ
れ
た
わ
け
で
す
。

こ
う
し
た
改
組
に
と
も
な
っ
て
新
し
く
設
置
し
な
お
さ
れ
た
哲
学
講
座
で
は
、
今
後
、

哲
学
哲
学
史
、
現
代
思
想
文
化
学
、
臨
床
哲
学
の
三
専
門
分
野
が
共
同
で
本
誌
「
メ
タ
フ
ュ

シ
カ
」
を
継
続
し
て
刊
行
し
て
ゆ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
の
三
専
門
分
野
の
研
究
・
教

育
内
容
に
つ
い
て
、
次
に
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

●
哲
学
哲
学
史

専
門
分
野
・
哲
学
哲
学
史
は
、
哲
学
と
哲
学
史
と
は
不
可
分
で
あ
る
と
の
考
え
か
ら
、

開
設
以
来
、
両
研
究
を
一
体
化
し
て
き
た
。
そ
し
て
、
と
く
に
フ
ラ
ン
ス
と
ド
イ
ツ
を

中
心
に
西
洋
の
近
世
か
ら
現
代
に
い
た
る
哲
学
を
文
献
学
的
、
歴
史
的
に
研
究
し
、
か

つ
そ
れ
を
甚
に
し
て
哲
学
の
諸
問
題
を
追
究
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
こ
う
し
た
伝
統
を

踏
ま
え
つ
つ
近
年
は
、
西
田
哲
学
な
ど
の
日
本
の
哲
学
、
英
米
系
の
分
析
哲
学
や
プ
ラ

グ
マ
テ
ィ
ズ
ム
を
も
レ
パ
ー
ト
リ
ー
に
加
え
、
ま
た
、
古
来
か
ら
の
認
識
論
や
存
在
論

の
ほ
か
に
、
精
神
科
学
方
法
論
、
言
語
哲
学
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
論
な
ど
の
今
日

的
テ
ー
マ
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。
な
お
本
年
度
は
、
博
士
前
期
課
程
（
修
士
課
程
）

に
七
名
、
同
後
期
課
程
に
八
名
が
在
籍
し
て
お
り
、
里
見
軍
之
、
山
形
頼
洋
、
入
江
幸

男
、
吉
永
和
加
の
各
教
官
が
、
専
門
分
野
・
文
化
基
礎
学
や
現
代
思
想
文
化
学
所
属
の

各
教
官
と
連
携
し
つ
つ
、
教
育
・
研
究
指
導
に
あ
た
っ
て
い
る
。

研
究
室
に
お
い
て
現
在
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
研
究
・
教
育
活
動
に
お
い
て
は
、
十
八

枇
紀
以
降
の
哲
学
史
、
現
象
学
、
自
然
哲
学
（
里
見
教
授
）
、
西
田
や
ベ
ル
ク
ソ
ン
の
哲

学
、
「
声
」
「
キ
ネ
ス
テ
ー
ゼ
」
「
表
現
」
論
（
山
形
教
授
）
、
ド
イ
ツ
観
念
論
、
問
答
論

理
学
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
論
（
入
江
助
教
授
）
、
パ
ス
カ
ル
研
究
、
ア
ン
リ
研
究
、

「
他
者
把
握
」
論
（
吉
永
助
手
）
な
ど
が
中
心
的
テ
ー
マ
で
あ
る
。
ま
た
専
門
分
野
・

文
化
基
礎
学
が
主
催
す
る
共
同
研
究
会
（
「
自
然
と
人
間
」
）
に
も
教
官
、
院
生
と
も
積

極
的
に
参
加
し
、
活
動
し
て
い
る
。

●
現
代
思
想
文
化
学

専
門
分
野
・
現
代
思
想
文
化
学
は
、
本
年
度
よ
り
従
来
の
哲
学
哲
学
史
専
攻
か
ら
分

か
れ
て
新
し
く
開
設
さ
れ
た
。
欧
米
の
近
現
代
哲
学
研
究
を
基
盤
と
し
な
が
ら
、
い
ま

や
対
応
が
焦
眉
の
課
題
に
な
っ
て
い
る
社
会
的
・
文
化
的
諸
問
題
へ
も
哲
学
的
視
点
か

ら
積
極
的
に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
こ
と
を
め
ざ
す
。
具
体
的
に
は
、
デ
カ
ル
ト
か
ら
現
代

に
い
た
る
フ
ラ
ン
ス
哲
学
、
ド
イ
ツ
観
念
論
、
生
の
哲
学
、
実
存
哲
学
、
存
在
論
、
解

釈
学
お
よ
び
現
象
学
等
を
幅
広
く
研
究
対
象
と
し
、
そ
う
し
た
研
究
を
基
礎
に
、
生
命
、

環
境
、
科
学
、
技
術
さ
ら
に
は
宗
教
等
の
抱
え
る
現
代
的
諸
問
題
の
考
究
を
も
射
程
に

入
れ
る
。
現
在
、
本
年
度
入
・
進
学
生
が
博
士
前
期
課
程
一
年
次
に
三
名
、
同
後
期
課

程
一
年
次
に
四
名
所
属
し
て
お
り
、
浅
野
遼
二
、
溝
口
宏
平
、
望
月
太
郎
、
伊
東
道
生

の
各
教
官
が
、
哲
学
哲
学
史
所
属
の
各
教
官
と
連
携
の
も
と
、
教
育
・
研
究
指
導
に
あ

た
っ
て
い
る
。
博
士
後
期
課
程
で
は
、
他
大
学
の
ド
イ
ツ
人
お
よ
び
日
本
人
教
官
も
社

会
人
院
生
と
し
て
学
ん
で
い
る
。

研
究
室
に
お
い
て
現
在
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
研
究
・
教
育
活
動
と
し
て
、
ヘ
ー
ゲ
ル
、

ニ
ー
チ
ェ
と
生
の
哲
学
、
キ
ェ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
の
実
存
哲
学
（
浅
野
教
授
）
、
ハ
イ
デ
ガ
ー
、

解
釈
学
、
環
境
思
想
（
溝
口
教
授
）
、
デ
カ
ル
ト
、
マ
ル
プ
ラ
ン
シ
ュ
か
ら
メ
ー
ヌ
・
ド
・

ビ
ラ
ン
ヘ
至
る
フ
ラ
ン
ス
哲
学
史
（
望
月
助
教
授
）
、
独
仏
哲
学
交
流
史
、
人
工
物
哲
学

（
伊
東
助
手
）
の
研
究
が
な
さ
れ
、
講
じ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
今
後
、
教
官
お
よ
び
院

生
の
研
究
成
果
を
公
表
す
る
場
と
し
て
、
ニ
ュ
ー
ズ
レ
タ
ー
『
現
代
思
想
文
化
学
』
（
仮

称
）
の
創
刊
、
さ
ら
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
開
設
を
予
定
し
て
い

る。

●
臨
床
哲
学

旧
哲
学
講
座
・
倫
理
学
専
攻
は
、
本
年
度
の
大
学
院
重
点
化
と
と
も
に
、
大
学
院
文

学
研
究
科
に
お
い
て
は
「
専
門
分
野
・
臨
床
哲
学
」
に
、
文
学
部
に
お
い
て
は
「
倫
理

学
専
修
」
に
名
称
変
更
さ
れ
た
。
専
門
分
野
・
臨
床
哲
学
は
、
哲
学
・
倫
理
学
的
な
思

考
を
ベ
ー
ス
に
、
同
時
代
の
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
的
問
題
が
発
生
し
て
い
る
そ
の
現
場
に

臨
ん
で
、
そ
こ
か
ら
問
題
の
析
出
や
そ
の
表
現
を
そ
の
現
場
の
ひ
と
び
と
と
と
も
に
試

み
る
も
の
で
、
哲
学
の
《
臨
床
的
転
回
》
と
で
も
い
う
べ
き
も
の
を
め
ざ
し
、
三
年
間

の
準
備
期
間
を
お
い
て
開
設
さ
れ
た
。
こ
れ
と
並
行
し
て
、
従
来
の
倫
理
思
想
史
や
、

先
端
の
現
代
倫
理
学
の
研
究
も
活
発
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
。
大
学
院
入
試
で
は
社
会

人
特
別
選
抜
枠
も
設
け
、
初
年
度
は
看
護
・
教
育
関
係
の
三
名
の
合
格
者
が
あ
っ
た
。

本
年
度
は
、
博
士
前
期
課
程
に
七
名
、
同
後
期
課
程
に
九
名
が
在
籍
し
て
お
り
、
鷲
田

清
一
・
中
岡
成
文
•
本
間
直
樹
の
各
教
官
が
研
究
指
導
に
あ
た
っ
て
い
る
。

旧
倫
理
学
研
究
室
を
発
行
人
と
し
て
第
二
号
ま
で
刊
行
さ
れ
て
き
た
『
臨
床
哲
学
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（
鷲
田
記
）

ニ
ュ
ー
ズ
レ
タ
ー
』
は
、
本
年
度
よ
り
臨
床
哲
学
論
考
集
『
臨
床
哲
学
』
と
し
て
衣
替

え
さ
れ
る
。
代
わ
り
に
、
十
二
月
に
「
臨
床
の
知
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
た
め
に
」
と
い

う
副
題
を
も
つ
ニ
ュ
ー
ズ
レ
タ
ー
『
臨
床
哲
学
の
メ
チ
ェ
』
が
、
院
生
・
学
生
諸
君
を

中
心
に
、
よ
り
か
ろ
や
か
な
フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
め
ざ
し
て
創
刊
さ
れ
た
。
ま
た
、
月
一

回
、
公
開
で
臨
床
哲
学
研
究
会
を
開
催
し
て
い
る
。
本
専
門
分
野
の
研
究
な
ら
ぴ
に
社

会
活
動
に
つ
い
て
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
(
h
t
t
p
:
/
/
b
目
7
0

,
 le
t
 ,
 o
s
a
k
a
-
u
 ,
 
ac,jp/)
で
も

読
む
こ
と
が
で
き
る
。

各
教
官
と
も
臨
床
哲
学
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
全
力
を
あ
げ
て
取
り
組
む
と
と
も
に
、

個
人
的
に
は
、
鷲
田
教
授
は
現
在
、
現
象
学
（
フ
ッ
サ
ー
ル
と
メ
ル
ロ
11
ポ
ン
テ
ィ
）

研
究
、
所
有
論
、
身
体
論
、
他
者
論
、
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
論
に
、
中
岡
教
授
は
ヘ
ー
ゲ

ル
研
究
、
日
本
近
現
代
哲
学
思
想
史
研
究
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
論
、
ケ
ア
論
に
、

本
間
助
手
は
現
象
学
研
究
な
ら
び
に
シ
ス
テ
ム
論
、
家
族
療
法
研
究
に
取
り
組
ん
で
い

る。最
後
に
、
哲
学
講
座
の
ス
タ
ッ
フ
の
異
動
に
つ
い
て
ご
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

本
講
座
臨
床
哲
学
研
究
室
（
旧
倫
理
学
研
究
室
）
の
霜
田
求
助
手
が
平
成
十
年
四
月
よ

り
熊
本
学
園
大
学
経
済
学
部
助
教
授
に
転
出
、
ま
た
本
学
大
学
院
旧
倫
理
学
研
究
室
出
身

の
柘
植
尚
則
氏
（
学
術
振
興
会
研
究
員
）
が
北
海
学
園
大
学
経
済
学
部
専
任
講
師
に
着
任

さ
れ
ま
し
た
。
両
氏
の
ま
す
ま
す
の
ご
活
躍
を
祈
念
い
た
し
ま
す
。
ま
た
霜
田
助
手
の
後

任
と
し
て
、
同
年
五
月
、
本
間
直
樹
氏
が
着
任
し
ま
し
た
。

ま
た
左
記
の
方
々
が
、
本
年
度
本
学
文
学
博
士
の
学
位
を
取
得
な
さ
い
ま
し
た
。

米
虫
正
己
氏

（
旧
哲
学
哲
学
史
講
座
元
助
手
、
現
在
、
関
西
学
院
大
学
文
学
部
専
任
講
師
）

題
目
「
デ
カ
ル
ト
哲
学
と
第
一
原
理
」

阪
本
恭
子
氏
（
臨
床
哲
学
博
士
課
程
三
年
）

題
目
「
ニ
ー
チ
ェ
に
お
け
る
〈
子
供
〉
の
生
成
」

印

刷

所

発編

行集

者兼

〒さ――――
I
O
O
^
-
l
-

天
理
市
稲
葉
町
八

0
番
地

株

式

会

社

天

理

時

報

社
豊
中
市
待
兼
山
町

1

ー
五

非
売
品

平
成
十
年
ご
一
月
二

0
日

印

刷

平

成

十

年

―

二

月

二

五

日

発

行

【
編
集
後
記
】

『
メ
タ
フ
ュ
シ
カ
』
第
二
十
九
号
（
通
算
）
を
お
届
け
い
た
し
ま
す
。
前
号
に
も
記
載

い
た
し
ま
し
た
よ
う
に
、
本
誌
は
従
来
、
哲
学
哲
学
史
講
座
よ
り
刊
行
さ
れ
て
い
た
『
カ

ル
テ
シ
ア
ー
ナ
』
と
『
カ
ン
テ
ィ
ア
ー
ナ
』
の
二
誌
を
受
け
継
ぎ
、
旧
哲
学
哲
学
史
研
究

室
と
旧
倫
理
学
研
究
室
（
現
、
哲
学
哲
学
史
・
現
代
思
想
文
化
学
・
臨
床
哲
学
の
三
専
門

分
野
）
の
統
合
研
究
誌
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
っ
た
も
の
で
、
本
号
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
後
の

第
三
号
目
に
あ
た
り
ま
す
。

溝
口
教
授
の
巻
頭
論
文
と
本
間
助
手
の
巻
末
論
文
を
の
ぞ
い
て
、
他
の
論
文
は
す
べ

て
、
現
在
大
学
院
生
に
所
属
し
て
い
る
若
手
研
究
者
に
よ
る
意
欲
的
な
論
考
で
す
。
忌
憚

の
な
い
ご
意
見
、
ご
批
判
を
お
寄
せ
い
た
だ
け
れ
ば
有
り
難
く
存
じ
ま
す
。

一
九
九
八
年
―
二
月

『
メ
タ
フ
ュ
シ
カ
』
第
二
十
九
号
編
集
委
員

里

見

軍

之

（
広
域
文
化
形
態
論
講
座
・
哲
学
講
座
教
授
）

鷲
田
清
一
（
哲
学
講
座
教
授
）

望
月
太
郎
（
哲
学
講
座
助
教
授
）

編
集
補
佐

本

間

メ
タ
フ
ュ
シ
カ

第
二
九
号

直

樹
（
哲
学
講
座
助
手
）

大
阪
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
哲
学
講
座

〒
癸
0
-
0
0
豊
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